


　昨年度より始まった本研究は第 2 年度に入り,前年に引続き突然死の一次予

防としての病因,発症機構の問題,二次予防としての治療の問題,さらに三次予

防に関して後遺症の有無の判定,管理に関する問題などが追究された。今年度

の新しい知見としては死亡票からの疫学調査で死亡数としては減少していない

こと,臨床所見で皮膚の無菌性小膿疱が 5～10％に見られることが確認され,ま

た尿中白血球の意義が多少解明され,予後判定にも関係があるか?という所見が

得られたこと,さらに関節炎で無菌性の関節穿刺液が得られることが判明した

ことなどがある。


